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※ 申し合わせ事項に留意する。

1

質 問 事 項

№ １

学校給食のアレルギー対応と多様な食文化への配慮について

要

旨

令和７年 10 月、高市内閣総理大臣が所信表明演説で、学校給食の無償化に

ついて「制度設計の議論を進め、安定財源の確保とあわせて来年４月から実

施します」と発言されました。給食については、単なる食事の提供にとどま

らず、教育・福祉・地域づくりの面で大きな意義を持っています。子どもた

ちの給食の意義を考えながら、以下についてお伺いします。

（１） アレルギー対応について

ア 本市においてアレルギーがある児童生徒がどの程度いるのか

イ 食物アレルギーがある児童生徒に対しての対応は

（２） 調理・提供時の安全管理体制について

（３） 多様な食文化への配慮について

（４） 今後の課題や方向性について
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※ 申し合わせ事項に留意する。

2

質 問 事 項

№ ２

児童虐待防止に向けた取組について

要

旨

児童虐待は、子どもの命と心を深く傷つける重大な問題であり、決して

あってはならない行為です。しかし現実には、全国での相談・通報件数は

年々増加しており、地域社会全体で子どもと家庭を支える体制の強化が急務

となっています。

愛知県の中央児童・障害者相談センター、いわゆる児童相談所と本市との

連携は、虐待の早期発見と迅速な対応の要となります。各部局との情報共有

や、関係機関との連携体制を強化し、子どもを守る仕組みを確かなものにし

ていかなければならない。そこで以下についてお伺いします。

（１） 本市の児童虐待通告の現状について

（２） 本市の各部局や外部の関係機関との連携体制について

（３） こども家庭センターでの支援体制について
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※ 申し合わせ事項に留意する。

3

質 問 事 項

№ ３

孤独・孤立対策と支援体制の充実について

要

旨

近年、家庭や地域、職場などにおける人とのつながりが希薄化し、孤独や

孤立の問題が深刻化しています。特に、高齢者の独居、子育て世帯の孤立、

障がいのある方や生活困窮者など、支援を必要とする方々が社会との接点を

持ちづらくなるケースも少なくありません。国においても「孤独・孤立対策

推進法」が施行され、自治体における取組の強化が求められています。

そこで以下についてお伺いします。

（１） 本市における孤独・孤立対策の現状について

（２） 地域包括支援センターや社会福祉協議会、民間団体等との連携体制

は

（３） ＩＣＴやＡＩなどの技術を活用した業務改善について

（４） 今後の取組方針と、地域で「誰も孤立しないまちづくり」を進める

ための考え方について


